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文学と語学教育 佛教大学英米学科１回生
対象の意識調査の分析（3)




















































































































25 38 24 ０ １
2011年度
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2011年度










79 ８ ２ ０ ０
2011年度










14 19 35 13 ８
2011年度










62 14 ９ ３ １
2011年度












９ 13 28 22 17
2011年度










64 23 １ ０ １
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32 40 13 ２ ２
2011年度











66 18 ５ ０ ０
2011年度










48 23 17 ０ １
2011年度
53.9% 25.8% 19.1% 0.0% 1.1%
英語で書かれたものを読むなら、どんなものが読みたいですか (複数回答可)
小 説 詩 新 聞 雑 誌 ノンフィクション
61 17 26 26 18
2011年度
68.5% 19.1% 29.2% 29.2% 20.2%

























































































































































































































































































































23 32 21 ３ ６
2009年度
27.1% 37.6% 24.7% 3.5% 7.1%
22 34 22 ５ ６
2010年度
24.7% 38.2% 24.7% 5.6% 6.7%
32 40 13 ２ ２
2011年度

























51 23 10 ０ ０
2009年度
60.0% 27.1% 11.8% 0.0% 0.0%
66 18 ５ ０ ０
2011年度
74.2% 20.2% 5.6% 0.0% 0.0%
「英語で書かれた文学を読むことは英語の習得に役立つと思いますか 」と
いう項目に関しては、2011年度は2009年度との間に危険率５％（p値＜0.05）
で有意差が見られる。具体的な数値を見ると、2011年度は94.4％の学生が質
問に対して「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と肯定的な回答をして
おり、2009年度の87.1％を上回っている。
4.考 察
2011年度の調査結果と2008年度から2010年度の３年間の結果を比較した場
合、全体的にはほぼ同じ傾向にあると考えることができる。「授業以外で英語
で書かれたものを読みたいですか 」と「英語で書かれた文学を読むことは英
語の習得に役立つと思いますか 」の２項目については、2011年度には過年
度とは異なる傾向が見られる。しかしながら、元々全体的に肯定的な傾向にあ
ったところに、2011年度はさらにその肯定的な傾向が強くなったということ
であり、その意味では大勢に影響はないと考えられる。
本研究の主たる目的である文学と語学教育に対する学生の意識については、
2011年度のアンケート結果からは次のようなことが読み取れる。
・７割の学生が、英米文学を勉強すべきであると感じており、否定的な回答
も少ない。
・７割を超える学生が、英語を読むときに和訳が必要だと感じている。
・文学を好きだという学生は少なく、４割強にとどまっている。また「どち
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らとも言えない」という回答が４割程度となっている。
・ほとんどの学生が、英語習得のために「読む」作業は必要であると感じて
いる。
・英語で書かれた本については、「好き」という回答が25％程度であり、「ど
ちらとも言えない」という回答が半数を占めている。
・すべての学生が授業以外で英語を読んでいるということはなく、それどこ
ろか６割に近い学生が「読まない」と回答している。しかしながら、８割
の学生が授業以外でも英語を読んでみたいと感じている。
・９割以上の学生が英語で書かれた文学を読むことが英語の習得に役立つと
考えており、否定派はいない。
・ほぼ８割の学生が、英米文学の基礎知識を必要だと感じている。
・読んでみたいものとしては、小説の人気が最も高く、７割程度が読んでみ
たいと感じている。同じ文学作品でも一般に敬遠されがちな詩であるが、
それでも２割程度の学生が興味を示している。その一方で、歴史はあまり
人気がないようである。
・英米文学の作家・作品についても、ほとんど知られていないというのが現
状であり、シェイクスピアや『ガリバー旅行記』はよく知られているよう
である。
総じて言えることは、学生ははじめから 英米文学なんて無用>とは感じて
おらず、知識としても語学学習にも必要だと感じているということである。そ
して、文学（日本・外国）や英語で書かれたものに接する機会のなさ、英米文
学の知識のなさも同時に指摘することができるであろう。自由記述欄を見ると、
「文学（日本・外国を問わず）は好きですか」に対して「どちらとも言えない」
と答えた35名のうち、６名が「あまり読んだことがない」ということを記入
している。また、「英語で書かれた本は好きですか」に対して「どちらとも言
えない」と答えた44名のうち、17名に「（あまり）読んだことがない」という
ような記述が見られる。
「英語を読むとき、和訳は必要ですか」という質問における「和訳」の解釈
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であるが、自由記述欄を見る限り、大半が 和訳されたもの>と解釈しており、
和訳作業>と解釈していると考えられるのは８名であった。昨今では、教師
が作成した和訳文を生徒に配布するというスタイルの授業が高等学校で実践さ
れているということも決して珍しいことではない（Cf.金谷）。和訳作業であ
れ、配布された和訳文であれ、これらの介在なしに英語をそのまま直読直解す
るという学習スタイルが、多くの学生にとっては身近なものになってはいない
というのが実状のようである。
※本稿は、日本英文学会関西支部第６回大会（2011年12月18日、関西大学千
里山キャンパス）での口頭発表「FDのすすめ：佛教大学英米学科2011年度
新入生を対象とした文学と語学に関する意識調査」に基づくものである。
注
(１) 2007年度は完全自由記述方式のアンケートで調査を実施した（松本 2008）。
この予備調査を受けて、2008年度からは量的に測定できる選択方式のアンケ
ート（自由記述欄付）に変更した（松本 2011）。
(２) 松本（2011）では、「英語を読むとき、和訳は必要ですか 」（14頁、17頁、
26頁）と表記しているが、正しくは「英語を読むとき、英文和訳は必要です
か 」である。ここで修正しておきたい。
(３) 2008～2010年度の調査結果の個々の数値については、松本（2011）を参照。
(４) この項目に関しては、2009年度と2010年度の間には有意差はない。しかし
2009年度と2008年度は危険率５％で、2010年度と2008年度は危険率１％で、
それぞれ有意差が認められる（松本 2011、26頁）。
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